
第３７回神奈川心臓ペーシング電気生理研究会プログラム 

日時：  平成１９年２月２３日（金） 

会場：  横浜情報文化センター ６Ｆ 情文ホール 

横浜市中区日本大通 11 番地  ＴＥＬ：045－664-3737 

会長：  西崎 光弘 （横浜南共済病院 循環器内科)  

 

医療機器展示 （５：３０ｐ.ｍ. −８：３０） ７Ｆ 大会議室 

 

一般演題（６：１５ｐ.ｍ. − ７：１５ｐ.ｍ.） 

座長 中沢 潔 先生 

(聖マリアンナ医科大学病院 循環器内科） 

 

１．『肺静脈隔離術後に 3 つの左房内リエントリー性頻拍を認めた一例』 

横須賀共済病院 循環器センター内科 

宮崎晋介、高橋良英、小堀敦志、桑原大志、田村恵美子、大東寛和、伊藤祐輔、 

野里寿史、疋田浩之、佐藤明、高橋淳 

 

２．『洞結節近傍に 2 つの起源をもつ非持続性心房頻拍のアブレーションに non-contact mapping が 

有用であった 1 例』 

横浜市立みなと赤十字病院 心臓病センター 循環器内科 

小西正則、畔上幸司、脇本博文、大庭景介、志村吏左、瑞慶覧貴子、上原裕規、 

倉林 学、沖重 薫 

 

３．『カテーテル焼灼術による発作性心房細動・心房頻拍の抑制後に 

 心室頻拍の顕在化を認めたカテコラミン誘発性多形性心室頻拍の一例』 

横浜労災病院 循環器科 

杉安愛子、野上昭彦、小和瀬晋弥、荻ノ沢泰司、窪田彰一、山崎哲郎、 

中嶋直久、青木 元、柚本和彦、玉木利幸、加藤健一 

独協医科大学 心血管・肺内科 

籏 義仁 

岩手医科大学 循環器医療センター小児科 

小山耕太郎 

 

４．『ペースメーカーcut down method の工夫：cephalic vein より 2 lead 挿入する工夫』 

相模原協同病院 循環器内科 

井関治和 

 

休憩（７：１５ｐ.ｍ. − ７：３０ｐ.ｍ.） 

 

特別講演（７：３０ｐ.ｍ. − ８：３０ｐ.ｍ.） 

座長 西崎 光弘 先生 

（横浜南共済病院 循環器内科） 

 『若年者の致死性不整脈』 

日本大学医学部小児科学教室 

住友 直方 先生 

 

懇親会 （８：３０ｐ.ｍ. −） 横浜情報文化センター1 階 LUNCHAN AVENUE 


